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Abstract Hybridization of Papilio protenor demetrius Stoll and P. p. liukiuensis Fruhstorfer 
was studied. All hybrids between these two subspecies proved to be fertile, and their develop- 
mental process was normal. The adults of hybrids are intermediate between P. p. demetrius and 
P. p. liukiuensis in color. 
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は じ め に 


クロ アゲ ハ は ヒマ ラ ヤ 西部 か ら 中 国 大 陸 南 部 , 台湾 , 日 本 列島 に か け て 東洋 の 亜熱帯 か ら 温帯 に 帯状 
の 分 布 を 持ち , 日 本 産 は , 奄美 諸島 以 北 に 分 布 す る Papilio protenor demetrius Stoll と 沖縄 諸島 , 八重 山 
諸島 に 分 布 す る P. p. liukiuensis Fruhstorfer の 2 亜 種 に 分 けら れ て いる . 後者 は 尾 状 突起 が 短く , メス 
DRUADIPO'DSHET A c EDC, 幼虫 の 色彩 等 も 若干 異な っ て いる . また , MORRIE E, 
生理 学 的 に も 違い が 見 られ る (Ichinose and Negishi, 1979; Ichinose and Iwasaki, 1979). 


し か し 形態 的 特徴 は 個体 変異 が 大 きく , 地理 的 に 見 て も 南下 する に つれ て 尾 状 突 起 が 短く . メス の 後 
WORDT 2 7 244 VRBO, 亜 種 の 分 布 境界 を 明確 に 引く こと が 困難 で ある . そし て 
両 亜 種 に どの 程度 遺伝 的 な 差異 が ある の か 疑問 な 点 も 多い . 


アゲ ハチ ョ ツウ の 加 種 問 交 雑 に よる 遺伝 的 な 差異 の 検証 は . これ まで に も 多く の 試み が 行なわ れ て いる 
(BYE, 1990; 脇 , 1986 ほか ). クロ アゲ ハ に つい て は , 石垣 島 産 メ ス と 神奈 川 県 産 オ ス の 交雑 実験 が お 
こ な わ れ , Fi の 成虫 は 雌雄 と も 得 ら ちら れ た が , その 生殖 能力 の 確認 は 不 十分 で , F。 は 得 ら れ て いな い 
( 脇 , 1987). また , 雌雄 の 組み 合わ せ を 逆 に し た 交雑 実験 は 行わ ん れ て いな い . 今回 , 筆者 は 東京 都 足立 区 
BED P. p. demetrius と 沖縄 県 石垣 島 産 の ア p. liukiuensis の 交雑 実験 を 行なっ た 結果 , F, 成虫 を 獲得 す 
る と と も に , いく つか の 知見 を 得る こと が で きた の で ここ に 報告 する . 








材料 お よび 方 法 


実験 に 使っ た クロ アゲ ハ は , 東京 都 足立 区 お よび 沖縄 県 石垣 島 で 採集 きれ た メス か ら 採 卵 し , ARH 
育 し た も の で ある . 飼育 は 足立 区 生物 園 の 飼育 室 で 行なっ た . 飼育 室内 の 照明 時 間 は 1 日 14.5 時 間 , zx 
温 は 23-26'C に 設定 し た . 変 雑 は ハン ド ペ アリ ング 法 で 行い , 採卵 は 蛍光 灯 下 の ガラ ス 円 筒 の 中 に 食 
草 を 入れ , ナイ ロン メッ シュ を か ぶせ た 中 で 行なっ た . 採卵 用 の 食 草 は レモ ン ま た は カラ ス ザ ン シ ョ 
ウ を 用 いた . 卵 は プラ スチ ッ ク 容 器 に 入れ て 保管 し , 典 化 し た 幼虫 は 鉢植 え の 食 草 上 で 飼育 し た . Rif 
幼虫 は プラ スチ ッ ク カ ッ プ に 1 頭 ず つ 隔 離し , BROWER AN CME CHER UR. 幼虫 の 食 草 に 
は レモ ン ま た は カラ ス ザ ン シ ョ ウ を 用 いた . 成虫 は 飼育 室 隣 の 普通 照明 の 部 屋 に 吹流し に 入れ て 飼育 
し た . これ ら の 成虫 に は 毎日 10% に 薄め た 蜂蜜 を 与え た . 
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Figs 1-6. Papilio protenor demetrius and P. p. liukiuensis and their hybrids. 1. P. p. 
demetrius. 2. P. p. liukiuensis. 3. F, hybrid between P. p. demetrius female and P. p. 
liukiuensis male. 4. F, hybrid between P. p. liukiuensis female and P. p. demetrius male. 
5. F, hybrid between P. p. demetrius female and P. p. liukiuensis male. 6. F, hybrid 
between P. p. liukiuensis female and P. p. demetrius male. 
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結果 お よび 考察 


交雑 実験 の 結果 を Table 1, 雑種 の 生育 速度 を Table 2 に 示す . 


東京 都 足立 区 産 の クロ アゲ ハ と 石垣 島 産 の クロ アゲ ハ の 交雑 で は , 交雑 の 組合 せ に か か わら ず , Fy, F 
は 雌雄 と も 良好 に 生育 し , 生殖 能力 を 有する こと と を 確認 し た . これ ら は 幼虫 の 脱皮 回 数 に 異常 を 生じ 
る とこ と も な く , メス の 遇 化 や 羽化 が オス に 比べ て 大 きく 遅れ る こと も な か っ た な た. 


東京 都 足 立 区 産 と 石垣 島 産 の クロ アゲ ハ で は , 閉 の 形状 , 尾 状 突 起 の 長き , メス の 後 次 赤 紋 列 の 発達 度 
合い が 異な っ て いる . 後者 の 次 形 は 丸み を お ぉ おび, 尾 状 突 起 が 短く , 後 次 の 赤 紋 が 大 きく 後 閉 の 外縁 全体 
に 発達 し て いる (Figs 1, 2). 東京 都 足立 区 産 を メス と し た と き , FL の これ ら の 特徴 は 次 形 , 尾 状 突 起 の 
長き と も , 両 産地 の 中 間 的 な も の だ っ た . 赤 紋 列 の 発達 は 後 閉 の 外縁 に 広がっ て いる も の の 幅 が 狭く 
両 産地 の 中 間 程 度 だ っ た (Fig.3). 石垣 島 産 を メス と し た と き の F, も これ ら の 特徴 は 両 産地 の 中 間 的 
な も の だ っ た . 石垣 島 産 を メス と し た と き の F」 ARREZ ALI EIO F, CESTO 
の 発達 が 大 きく な る 傾向 が あっ た が , これ は 個体 差 の 中 に 含ま れる 程度 と 思わ れる (Fig. 4). 


F。 に お いて も 北 形 , 尾 状 突起 , 後 翔 赤 紋 の 発達 程度 な どの 特徴 は , 若干 の 個体 差 は ある も の の お お む 
ね 安定 し , 東京 都 足立 区 産 や 石垣 島 産 に 近い 形質 を 持つ 個体 は 生じ な か っ た . IO JE l 
交雑 の 組み 合わ せ に か か わら ず , 両 産地 の 中 間 的 な も の だ っ た (Figs 5, 6). 








Table 1. Hybridization of Papilio protenor demetrius and P. p. liukiuensis. 











No. of No. of eggs No. of pupae No. of off springs 











Conbinaton eggs laid hatched produced male female 
demetrius $- X liukiuensis の 46 38 30 13 17 
above F, 2 x above F, @ 40 37 21 8 11 
liukiuensis + X demetrius の o 41 38 34 11 23 
above F, 2 x above F, 4 33 33 20 10 10 








Table 2. Developmental period of hybrids between two subspecies of Papilio protenor. 








larva days pupa days hatch-emerg. 
Mean SD. Mean SD. Mean SD. 


Combination sex 





male 22.00 2.00 13.92 0.27 35.92 2.13 
female 23.41 1.88. — 14.65 0.48 38.06 1.95 
male 26.71 1.75 14.14 0.64 40.86 1.55 
female 27,55 1.78 15.09 0.67 42.82 2.17 


demetrius $ X liukiuensis の 
above F; 9$ x above F, の 


male 19.75 1.39 13.88 0.60 32.83 1.77 
female 20.86 1.12 13.67 0.56 34.52 1.37 
male 19.50 1.80 14.30 0.64 33.80 2.32 
female 20.30 1.85 14.80 0.60 35.10 2.12 


liukiuensis $ X demetrius の 
above F, = x above F, の 


male 21.43 1.68 12.43 0.49 33.86 1.96 


demetrius 2 X demetrius の 
femaale 24.56 2.06 13.33 0.67 37.89 2.13 


male 17.42 1.08 13.38 0.48 30.83 1.18 


liukiuensis & x liukiuensis の 
female 18.86 1.68 1321 0.41 31.50 1.95 
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日 本 産 ア ゲハ チョ ウツ 科 の チョ ウツ で , 九州 以 北 に 分 布 す る 亜 種 と 南西 諸島 に 分 布 す る 亜 種 の 関係 を 交雑 
実験 か ら 検 証する 試み が , カラ ス ア ゲハ と ジャ コウ アゲ ハ で 行なわ れ て いる . カラ ス ア ゲハ で は , 神奈 
川 県 産 と 石垣 島 産 の 交雑 実験 で , F, の メス に 生殖 能力 が な いこ と が 示唆 きれ て いる (HH, 1986). ジャ 
コウ アゲ ハ の 場合 に は 東京 産 と 石垣 島 産 の 交雑 実験 で , F. の メス の 生育 が 大 きく 遅れ た こと が 報告 き 
れ て いる (瀬田 , 1996) クロア ゲハ に つい て は 交雑 実験 に よっ て 得 ら れ た F は 雌雄 と も 妊 性 が ある も 
の と 予想 され て いる が , 確認 は され て いな か っ た ( 脇 , 1987). 今回 の クロ アゲ ハ の 交雑 実験 で は , 交配 
の 組合 せ に か か わら ず , F,, F。 は 雌雄 と も に 良好 に 生育 し 生殖 能力 を 有する こと が 確認 され た . 以上 の 
こと か ら , 交雑 実験 と いう 視点 か ら 関 東 地方 と 石垣 島 に 分 布 す る クロ アゲ ハ の 遺伝 的 な 隔たり の 大 き 
さ を 考 える と , その 大 き さ は カラ ス ア ゲハ や ジャ コウ アゲ ハ に 比べ る と 小さ いも の と 考え られ る . 


ま た, Fy, F。 の 成虫 の 斑紋 に つい て は , 石垣 島 産 を メス と し た と き の F, が , 東京 都 足立 区 産 を メス と し 
た も の に 比べ て , 後 翔 の 赤 紋 列 の 発達 が 大 きく な る 傾向 に あっ た . し か し , 後 交 の 赤 紋 列 の 発達 程度 も 
含め て , 麹 形 や 尾 状 突 起 の 長き な どの 特徴 は 同一 産地 内 で も 個体 差 が 大 きく , この 件 に 関し て は より 
多く の 標本 を 詳細 に 検討 する こと が 必要 と 思わ れる . 
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Summary 


There are two subspecies of Papilio protenor in Japan. These two subspecies differ in the size of the 
submarginal red lunules and in the length of the tail on their hindwing. But these features are greatly 
subject to individual variation. The genetic difference of these two subspecies is not clear. Accordingly 
hybridization of P. p. demetrius and P. p. liukiuensis was studied. 


P. p. demetrius was collected in Tokyo and P. p. liukiuensis was collected in Isigaki Island. They were 
bred at Biopark of Adachi, Tokyo. All matings in the laboratory were carried out by hand-pairing 
technique. All hybrids proved to be fertile, and their developmental process was normal. The form of 
wing and size of the submarginal red lunules in hybrids were intermediate between P. p. demetrius and P. 
p. liukiuensis. 


A study on hybridization of the Japanese Papilionidae between Tokyo and Ishigaki Island was carried out 
in Papilio bianor (Waki, 1986) and Atrophaneura alcinous (Seta, 1996). F, hybrid females of P. bianor 
between Tokyo and Ishigaki Island were sterile (Waki, 1986). F, hybrid female of A. alcinous between 
Tokyo and Ishigaki Island suffered an impediment in their developmental process. But, all hybrids of P. 
protenor between Tokyo and Ishigaki Island proved to be fertile and their developmental processes were 
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normal. It is suggested that the genetic difference of P. protenor between Tokyo and Ishigaki Island is 
smaller than in P. bianor and A. alcinous. 
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